
村
立
お
と
い
ね
っ
ぷ
美
術
工
芸
高
等
学
校
卒
業
生
作
品
展

Ａ
Ｒ
Ｔ
＆
Ｃ
Ｒ
Ａ
Ｆ
Ｔ
展
に
出
品

道
都
大
学

川
村
さ
ん
の
作
品
。
み
ず
み
ず

し
さ
が
伝
わ
る
出
来
映
え
だ

〒061-0293  北海道石狩郡当別町金沢1757（JR学園都市線「北海道医療大学」駅下車徒歩1分）
入試広報課   TEL 0133-22-2113　E-mail nyushi@hoku-iryo-u.ac.jp

北海道医療大学
Health Sciences University of Hokkaido

http：//www.hoku-iryo-u.ac.jp

 心理科学部
 臨床心理学科
 言語聴覚療法学科

 リハビリテーション科学部
 理学療法学科
 作業療法学科

 薬学部
 薬学科

 歯学部
 歯学科

 看護福祉学部
 看護学科
 臨床福祉学科

（2013年4月新設）

2014年度 入試日程
試験区分 出願期間 試験日 合格発表

ＡＯ方式入試  9 / 4 （水）～ 9 /19（木） 1次：書類審査
2次：10/6（日）

1次： 9 /27（金）
2次：10/11（金）

推薦入試 10/28（月）～11/ 5 （火） 11/10（日） 11/15（金）

一般前期入試  1 / 6 （月）～ 1 /23（木） 1 /30（木）・31（金）  2 / 5 （水）
 2 / 8 （土）

一般後期入試
 2 / 7 （金）～ 2 /20（木）
【ネット出願締切日】

 2 /21（金）

 2 /27（木）
 3 / 7 （金）

 2 /28（金）

センター
前期Ａ入試  1 / 6 （月）～ 1 /17（金）

本学による
個別試験等は
課しません

 2 / 8 （土）

＊1

＊1…試験日自由選択制 ＊2…2/5（水）は歯学部のみ発表
＊3…看護福祉学部・心理科学部・リハビリテーション科学部 ＊4…薬学部・歯学部

＊2

＊3

＊4

2014 入試日程
ＡＯ入試［Ⅱ期］

出願期間  9 /20（金）～10/ 4 （金）

10/12（土）試 験 日

10/18（金）合格発表

推薦入学試験［Ⅰ期］
出願期間 10/11（金）～10/25（金）

11/ 2 （土）試 験 日

11/ 8 （金）合格発表【警察官】全国第6位【自衛官】全国第9位
『週刊ダイヤモンド』2011年12月号より

〒010-8515 秋田市下北手桜守沢46-1
TEL 018-836-1342（入試広報課）

お問い
合わせ

『警察官・自衛官』
就職率ランキング

※1 読売新聞社：『就職に強い大学2014』（2013年7月19日発行）より　※2 ノースアジア大学キャリアセンターより

生きた経済学・経営学
を学び、多様な業界で
活躍する人材を育成

学部別
就職率
ランキング

経済学部
全国

第2位
経
済
学
科

実績※1

法的知識を兼ね備え
た問題発見と解決に
携わる人材を育成

学部別
就職率
ランキング

法学部
全国

第7位
法
律
学
科

実績※1

専門知識と語学・対
人能力を兼ね備えた
人材を育成

就職率

100％
［平成24年3月卒業］

観
光
学
科

就職実績※2

http://www.nau.ac.jp/

詳細は必ず入学試験要項にてご
確認ください。 お問い

合わせ

未来に輝く星が見える
■2014入試日程・試験会場

試験種別 出願期間（消印有効） 選考日 合格発表

ＡＯ入試2期 11/ 1 （金）～11/21（木）
一次：書類選考
二次：12/14（土） 一次：11/27（水）

二次：12/20（金）
試験会場：いわき明星大学

●指定校推薦
●公募推薦1期 10/10（木）～11/ 5 （火） 11/10（日） 11/15（金）

試験会場：いわき、仙台、郡山

一般入試1期  1 / 8 （水）～ 1 /29（水）  2 / 4 （火）  2 /13（木）試験会場：いわき、仙台、郡山、東京
センター試験利用入試Ａ日程  1 / 8 （水）～ 1 /30（木）大学独自の試験は実施しません  2 /13（木）

携
帯
サ
イ
ト

は
こ
ち
ら
か
ら

2014年度入学試験日程

お問い合わせ 仙台大学 入試創職室　TEL 0224-55-1017　FAX 0224-55-0631
〒989-1693 宮城県柴田郡柴田町船岡南2-2-18　http://www.sendaidaigaku.jp

～スポーツは健康な人のため
だけでなく、すべての人に～

体育学科／健康福祉学科／運動栄養学科／
スポーツ情報マスメディア学科／現代武道学科体育学部

試験区分 出願期間 試験日 合格発表
スポーツ
ＡＯ入試 Ⅰ期  9 /30（月）～10/11（金） 10/19（土） 10/24（木）

推薦入試 11/ 1 （金）～11/ 8 （金） 11/15（金）・16（土） 11/21（木）
Ａ０入試 Ⅱ期 11/25（月）～12/ 9 （月） 12/14（土） 12/19（木）
一般入試
（ 前 期 ）

Ａ方式  1 / 6 （月）～ 1 /24（金） 2/6（木）・7（金）

 2 /14（金）Ｂ方式  2 / 7 （金）
センター試験
利用入試 前期  1 / 6 （月）～ 1 /31（金） 本学での個別試験は

課しません

平成26年度 入学試験日程◆科学技術学部◆◆◆◆◆◆◆
◯ 知能情報システム学科
◯ 建築環境学科

◆総合政策学部◆◆◆◆◆◆◆
◯ 総合政策学科

◆医療福祉学部◆◆◆◆◆◆◆
◯ 看護学科
◯リハビリテーション学科
理学療法学専攻・作業療法学専攻
言語聴覚学専攻・視覚機能学専攻

◯ 保健福祉学科
保健福祉専攻・生活福祉専攻

看護・リハビリ・ビジネス・情報・建築・環境の「実学」を学ぶ―

〒981-8551 宮城県仙台市青葉区国見6-45-1
薔 0120-556-923
http://www.tbgu.jp/univ/

東北文化学園大学

選考区分 出願期間 試験日 合格発表

一般推薦Ⅰ期
指定校推薦

10/31（木）
～11/ 8 （金）

11/16（土）
11/25（月）

11/17（日）

一般選抜
前期日程

 1 / 6 （月）
～ 1 /23（木）

 2 / 6 （木）

 2 /17（月）大学入試
センター試験
利用入試（前期）

大学独自の
試験等は
課しません

〒059-1292
北海道苫小牧市錦岡521番地293
 0120-57-1504　FAX 0144-61-3333
http://www.t-komazawa.ac.jp
komamail@e.t-komazawa.ac.jp

国際文化学部
●キャリア創造学科（2013年度開設）

●英語コミュニケーションを学ぶ  ●ビジネスのしくみを学ぶ
●多様な文化を学ぶ

●国際文化学科
●仏教文化コース ●日本文化コース
●北海道・アイヌ文化コース ●地域社会・行政コース

2014 入試日程

キャリア創造学科 2013年4月始動―

出願期間　7/31（水）～3/20（木） 必着
AO型自己推薦入学試験

出願期間　1/ 6 （月）～1/24（金） 必着
試 験 日　2/ 1 （土）

一般入学試験Ⅰ期

駒澤大学が実施する全学部統一日程入試でも
併願可能です。詳細は、お問い合わせ下さい。

駒澤大学全学部統一日程入試

進路について考え、
書く力を身につける

大学入試に直結した
添削指導教材

高校生
対　象
添削教材

書
い
て
考
え
る
シ
リ
ー
ズ

『
書
い
て
考
え
る
進
路
』

『
書
い
て
考
え
る
大
学
入
試
』

●作文・小論文を書く力を「技」化
●30分で300字を書くことで基礎力を養成
●わかりやすいリード文で導入

●進路イベントとの併用で大きな効果
●容易に取り組めるワークシート付き
●志望理由書の完成まで導くテーマ

お申込み
•

お問い合わせ

ライセンスアカデミー
TEL：03-5925-1641

大学新聞社
TEL：03-5925-1931

北
海
道
の
歴
史
を
深
く
考
え
る

苫
小
牧
駒
澤
大
学

使
節
団
と
し
て
ロ
シ
ア
を
訪
問

東
北
公
益
文
科
大
学

地
域
に
根
ざ
し
た
医
療
人
を
育
成

北
海
道
医
療
大
学

Ｉ
Ｔ
が
東
北
地
方
復
興
に
貢
献

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

Ｉ
Ｇ
Ｄ
Ａ
日
本

現
存
す
る
ア
イ
ヌ
民
族
の
貴
重

な
墓
碑（
福
満
共
同
墓
地
） 

利
尻
地
区
で
は
医
療
機
関
で

介
助
を
体
験

老
人
保
護
施
設
に
お
い
て
入

所
者
と
ふ
れ
合
う

ヤ
ン
ゲ
ル
記
念
博
物
館
で
の

和
や
か
な
交
流

7
人
前
後
の
チ
ー
ム
を
編
成

し
、
ゲ
ー
ム
制
作
に
熱
中
し
た

「ガクイン生」のリアルストーリー番組
札幌学院大学

家庭用「サバだしラーメン」を商品化
石巻専修大学

取
材
に
答
え
る
金
田
彩
花
さ
ん

力
強
く
商
品
を
掲
げ
る
学
生

小林さんの過去作品。
国際切り絵コンクー
ル・イン・身延・ジャ
パンで入選を果たす

　
苫
小
牧
駒
澤
大
学
（
北
海
道
苫

小
牧
市
）
に
お
い
て
8
月
17
日
、

ア
イ
ヌ
モ
シ
リ
記
憶
表
象
研
究
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
主
催
の
「
ア
イ
ヌ
モ

シ
リ
に
お
け
る
植
民
主
義
」
の
学

術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ

た
。
翌
18
・
19
日
に
は
、
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
が
東
ア
ジ
ア
教
育
文

化
学
会
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
都
合

3
日
間
同
大
の
教
授
陣
を
含
め
た

専
門
家
た
ち
に
よ
る
白
熱
し
た
議

論
が
交
わ
さ
れ
た
。

　
今
回
の
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

は
、
同
大
の
植
木
哲
也
教
授
、
石

純
姫
准
ら
が
近
代
以
降
の
北
海
道

に
お
け
る
歴
史
の
記
憶
の
継
承
と

表
現
に
関
し
て
提
言
。
現
地
に
出

向
い
て
調
査
・
研
究
し
た
内
容
を

発
表
・
解
説
し
、
参
加
者
た
ち
の

北
海
道
の
歴
史
に
関
す
る
理
解
を

深
く
導
い
た
。

　
同
大
は
、
古
来
よ
り
ア
イ
ヌ
民

族
居
住
の
地
の
一
つ
で
あ
る
北
海

道
の
胆
振
・
日
高
地
方
の
中
心
に

位
置
し
、
開
学
と
同
時
に
「
環
太

平
洋
・
ア
イ
ヌ
文
化
研
究
所
」
を

　
道
都
大
学
（
北
海
道
北
広
島

市
）
美
術
学
部
デ
ザ
イ
ン
学
科

の
学
生
4
人
と
同
大
卒
業
生
の

作
品
が
、
9
月
1
〜
15
日
の
期

間
中
、
高
橋
昭
五
郎
彫
刻
の
館

（
北
海
道
中
川
郡
音
威
子
府

村
）
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
音

咸
子
府
村
立
北
海
道
お
と
い
ね

っ
ぷ
美
術
工
芸
高
等
学
校
卒
業

生
作
品
展
「
Ａ
Ｒ
Ｔ
＆
Ｃ
Ｒ
Ａ

Ｆ
Ｔ
展
」に
出
品
さ
れ
て
い
る
。

　
同
作
品
展
は
音
威
子
府
村
改

称
50
周
年
を

記
念
し
た
も

の
で
、
開
催

は
今
回
で
三

回
目
。
北
海

道
で
最
も
人

口
の
少
な
い

村
で
あ
る
音
威
子
府
村
が
昭
和

58
年
に
開
校
し
、
以
来
多
く
の

逸
材
を
輩
出
し
て
い
る
の
が
北

海
道
お
と
い
ね
っ
ぷ
美
術
工
芸

高
等
学
校
だ
。

　
道
都
大
学
か
ら
作
品
を
出
品

し
た
の
は
4
年
生
・
川
崎
映
さ

ん
と
、
い
ず
れ
も
3
年
生
の
高

澤
皓
さ
ん
と
川
村
未
紗
さ
ん
、

そ
し
て
1
年
生
・
小
林
ち
ほ
さ

ん
の
4
人
。
同
大
の
卒
業
生
と

し
て
清
武
昌
さ
ん
も
参
加
し
て

い
る
。

　
高
澤
さ
ん
は
版
画
を
出
展
。

「〝
近
代
的
な
和
〞
を
作
品
の

中
心
に
据
え
て
制
作
し
ま
し

た
。
い
ま
ま
で
に
作
っ
た
こ
と

の
な
い
も
の
を
作
っ
て
、
ど
ん

な
も
の
が
で
き
る
の
か
試
し
て

み
た
か
っ
た
の
で
す
」
と
制
作

に
対
す
る
熱
意
を
隠
さ
な
い
。

　「
現
実
的
な
も
の
と
空
想
的

な
も
の
を
同
じ
キ
ャ
ン
バ
ス
に

描
い
て
み
た
い
と
い
う
気
持
ち

が
あ
り
ま
し
た
」
と
、
制
作
の

き
っ
か
け
を
語
る
の
は
高
校
時

代
に
油
絵
を
描
い
て
き
た
と
い

う
川
村
さ
ん
。
お
と
い
ね
っ
ぷ

美
術
工
芸
高
校
に
つ
い
て
は

「
自
分
の
思
う
が
ま
ま
に
作
品

を
構
想
・
制
作
で
き
る
と
こ
ろ

が
と
て
も
良
か
っ
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。
先
輩
や
後
輩
と
切
磋

琢
磨
し
な
が
ら
制
作
に
没
頭
で

き
る
と
こ
ろ
も
魅
力
で
し
た
」

と
明
か
し
た
。
　

　
小
林
さ
ん
は
切
絵
の
抽
象
画

を
出
品
。
美
術
用
語
で
〝
エ
ス

キ
ー
ス
〞
と
呼
ぶ
試
し
描
き
を

何
十
枚
も
描
き
「
自
分
の
心
地

よ
い
と
思
っ
た
形
や
動
き
を
切

り
絵
で
表
現
し
ま
し
た
」
と
振

り
返
っ
た
。

　
道
都
大
学
で
さ
ら
に
学
び
を

深
め
る
、
才
気
あ
ふ
れ
る
若
者

た
ち
の
今
後
の
活
躍
に
期
待
が

高
ま
っ
て
い
る
。

　
北
海
道
医
療
大
学
（
北
海
道
石

狩
郡
当
別
町
）
の
学
生
と
教
職
員

は
、
8
月
7
日
よ
り
札
幌
医
科
大

学
（
札
幌
市
）
が
実
施
す
る
「
地

域
医
療
合
同
セ
ミ
ナ
ー
」
に
参
加

し
た
。
同
セ
ミ
ナ
ー
は
、
北
海
道

内
の
三
つ
の
エ
リ
ア
（
利
尻
、
留

萌
、
別
海
・
中
標
津
）
に
お
い
て

医
療
施
設
や
福
祉
施
設
、
地
域
産

業
を
支
え
る
施
設
な
ど
に
お
け
る

体
験
・
見
学
実
習
を
通
じ
て
地
域

の
医
療
に
関
わ
る
諸
問
題
を
考
え

る
と
い
う
も
の
。

　
北
海
道
医
療
大
の
学
生
た
ち
が

同
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
す
る
の
は
今

回
が
初
め
て
。
薬
学
部
・
1
、
歯

学
部
・
2
、
看
護
福
祉
学
部
・

2
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
学

部
・
2
の
計
7
人
が
名
乗
り
を
上

げ
、
教
職
員
7
人
と
共
に
そ
れ
ぞ

れ
の
エ
リ
ア
に
お
い
て
3
〜
4
日

間
の
日
程
で
組
ま
れ
た
密
度
の
濃

い
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
体
験
し
た
。

　
医
療
機
関
に
お
け
る
介
助
体
験

や
地
域
医
療
に
つ
い
て
の
グ
ル
ー

プ
討
議
、
ま
た
町
長
と
の
懇
談
が

含
ま
れ
る
な
ど
、
日
常
の
大
学
生

活
で
は
な
か
な
か
経
験
で
き
な
い

豊
富
な
体
験
が
盛
り
込
ま
れ
た
内

容
と
な
っ
た
。

　
同
セ
ミ
ナ
ー
を
通
し
て
、
地
域

が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
や
問

題
に
ふ
れ
、
医
療
人
を
目
指
す
上

で
必
要
と
な
る
地
域
理
解
の
た
め 

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

Ｉ
Ｇ
Ｄ
Ａ 
日
本

（
本
部
東
京
・
調
布
市
）
は
、
福

島
県
南
相
馬
市
と
郡
山
市
に
お
い

て
8
月
3
・
4
日
の
2
日
間
、
プ

ロ
と
ア
マ
チ
ュ
ア
の
共
同
作
業
に

よ
っ
て
30
時
間
で
ゲ
ー
ム
を
作
り

上
げ
る
イ
ベ
ン
ト
「
東
北
I
T

コ
ン
セ
プ
ト 

福
島g

a
m
e 

jam
2
0
1
3
」
を
開
催
し
た
。

　
同
イ
ベ
ン
ト
は
、
2
0
1
1

年
の
8
月
に
初
め
て
開
催
さ
れ
て

お
り
、
今
回
が
3
回
目
。
参
加
者

や
見
学
者
の
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
や

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
行
う
、
国
内

外
か
ら
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る

イ
ベ
ン
ト
だ
。
今
年
は
南
相
馬
市

に
加
え
て
郡
山
市
に
も
会
場
を
開

設
。
福
島
県
に
お
け
る
広
域
開
催

が
実
現
し
た
。

　
当
日
は
、
メ
イ
ン
会
場
の
ほ
か

に
東
京
や
名
古
屋
な
ど
国
内
の
各

地
や
、
台
湾
、
南
米
の
コ
ロ
ン
ビ

ア
、
チ
リ
な
ど
の
海
外
に
も
サ
テ

ラ
イ
ト
会
場
を
設
置
。
14
会
場
で

計
5
3
1
人
が
参
加
し
た
。

　
メ
イ
ン
会
場
の
一
つ
で
あ
る
南

相
馬
市
民
文
化
会
館
「
ゆ
め
は
っ

と
」
に
は
、
ゲ
ー
ム
開
発
に
興
味

を
持
つ
首
都
圏
や
仙
台
か
ら
の
学

生
ら
を
中
心
に
約
50
人
の
参
加
者

が
詰
め
か
け
た
。

　
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
の
主
な
目
的

は
、
①
震
災
被
災
地
の
い
ま
の
状

況
や
、
復
興
に
向
け
た
取
り
組

み
・
そ
の
力
強
さ
に
つ
い
て
国
内

外
に
発
信
す
る
こ
と
②
次
世
代
を

担
う
子
ど
も
た
ち
や
若
者
へ
の
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
提
供
に
よ
っ
て
風

評
被
害
を
受
け
る
こ
と
の
な
い
Ｉ

Ｔ
分
野
に
お
け
る
人
材
作
成
③
新

た
に
郡
山
市
に
も
会
場
を
設
定
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
南
相
馬
市
と

い
う
〝
点
〞
か
ら
福
島
県
と
い
う

〝
面
〞
に
開
催
地
を
広
げ
、
Ｉ
Ｔ

ク
ラ
ス
タ
ー
実
現
の
礎
と
す
る
こ

と 

の
三
つ
だ
。

　
同
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
毎
回
ゲ
ー

ム
の
開
発
テ
ー
マ
が
定
め
ら
れ
て

い
る
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
、
飛
躍

を
表
す
〝ju

m
p

〞。
テ
ー
マ
と

は
別
に
、「
子
ど
も
た
ち
が
描
い

た
イ
ラ
ス
ト
を
ゲ
ー
ム
内
に
取
り

込
む
」「
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
も
遊
べ

る
よ
う
に
す
る
」「
オ
フ
ラ
イ
ン

で
も
ゲ
ー
ム
が
楽
し
め
る
」
な
ど

の
、
必
須
で
は
な
い
が
、
ゲ
ー
ム

内
に
取
り
込
む
要
素
も
提
示
さ
れ

た
。

　
ア
マ
チ
ュ
ア
の
ゲ
ー
ム
開
発
者

は
プ
ロ
の
開
発
に
直
接
参
加
す
る

こ
と
が
で
き
、
言
語
化
が
難
し
い

暗
黙
知
を
効
果
的
に
体
得
す
る
と

共
に
、
ゲ
ー
ム
を
作
る
楽
し
さ
を

共
有
す
る
良
い
機
会
と
な
っ
た
よ

う
だ
。

の
ヒ
ン
ト
を
獲
得
す
る
な
ど
、
学

生
た
ち
に
と
っ
て
貴
重
な
経
験
と

な
っ
た
よ
う
だ
。
同
様
に
、
施
設

や
地
域
住
民
と
の
交
流
に
よ
り
、

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
形
成
す
る

た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
も
つ
な

が
っ
た
。

　
広
大
な
土
地
を
有
す
る
北
海
道

は
、
都
市
部
か
ら
離
れ
た
地
域
を

多
く
抱
え
て
お
り
、
医
療
人
と
し

て
地
域
の
実
情
を
理
解
す
る
こ
と

は
欠
か
せ
な
い
。

　
同
大
の
担
当
者
は
「
今
回
参
加

し
た
セ
ミ
ナ
ー
の
よ
う
な
、
地
域

に
出
向
い
て
見
学
・
体
験
実
習
を

行
う
事
業
は
、
医
療
人
に
求
め
ら

れ
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
醸
成
す
る

た
め
の
絶
好
の
機
会
だ
と
思
い
ま

す
。
来
年
度
以
降
も
学
生
に
さ
ま

ざ
ま
な
形
で
プ
ラ
ン
を
提
供
し
て

い
き
ま
す
」
と
、
意
気
込
ん
だ
。

設
置
。
ア
イ
ヌ
民
族
の
学
生
も
少

な
く
な
い
。
ア
イ
ヌ
民
族
の
文
化

を
環
太
平
洋
諸
地
域
の
先
住
民
族

文
化
と
合
わ
せ
て
、
学
際
的
か
つ

比
較
文
化
的
に
調
査
・
研
究
す
る

こ
と
を
目
指
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
で
実
績
を
積
み
重
ね
て
き
た
。

　
ま
た
、
同
大
は
ア
イ
ヌ
文
化
研

究
の
世
界
的
拠
点
で
あ
る
「
財
団

法
人
ア
イ
ヌ
民
族
博
物
館
」
の
近

　
東
北
公
益
文
科
大
学
（
山
形
県

酒
田
市
）
の
学
生
4
人
は
8
月
11

〜
18
日
の
8
日
間
、
同
大
が
位
置

す
る
酒
田
市
の
姉
妹
都
市
使
節
団

と
し
て
、
ロ
シ
ア
連
邦
イ
ル
ク
ー

ツ
ク
州
の
ジ
ェ
レ
ズ
ノ
ゴ
ル
ス

ク
・
イ
リ
ム
ス
キ
ー
市
（
以
下
、

ジ
ェ
レ
ズ
ノ
市
）
を
訪
問
し
た
。

　
ジ
ェ
レ
ズ
ノ
市
は
、
バ
イ
カ
ル

湖
の
北
西
に
位
置
す
る
人
口
約
3

万
9
0
0
人
の
街
。
酒
田
市
と

は
1
9
7
9
年
か
ら
姉
妹
都
市

の
関
係
に
あ
り
、
今
回
の
訪
問
も

相
互
交
流
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ

た
も
の
。

　
使
節
団
は
ロ
シ
ア
語
を
学
ぶ
同

大
の
政
策
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス

4
年
生
・
加
藤
勇
貴
さ
ん
（
山
形

県
立
山
形
南
高
等
学
校
）
と
3
年

生
の
梅
津
光
さ
ん
（
山
形
県
立
東

根
工
業
高
等
学
校
）、
佐
藤
咲
さ

ん
（
岩
手
県
立
花
巻
南
高
等
学

校
）、
林
洸
也
さ
ん
（
山
形
県
立

小
国
高
等
学
校
）
の
4
人
、
そ
し

て
山
形
県
立
酒
田
光
陵
高
等
学
校

（
山
形
県
酒
田
市
）
国
際
経
営
科

の
生
徒
3
人
か
ら
構
成
さ
れ
、
酒

田
市
の
副
市
長
・
丸
山
至
氏
が
団

長
を
務
め
た
。

　
8
月
5
日
に
行
わ
れ
た
結
団
式

で
は
、
丸
山
副
市
長
が
「
次
世
代

を
担
う
若
者
同
士
の
交
流
に
期
待

し
て
い
る
」
と
話
す
な
ど
、
ロ
シ

ア
の
語
学
と
文
化
に
高
い
関
心
を

持
つ
学
生
た
ち
に
期
待
を
寄
せ

た
。

　
使
節
団
は
11
日
に
酒
田
市
を
出

発
後
、
翌
12
日
に
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク

を
経
由
し
、
ジ
ェ
レ
ズ
ノ
市
に
到

着
。
ジ
ェ
レ
ズ
ノ
市
役
所
表
敬
訪

問
の
後
、
現
地
の
青
少
年
と
の
交

流
を
深
め
た
。
団
員
に
と
っ
て
同

年
代
の
若
者
と
の
交
流
は
大
き
な

刺
激
に
な
っ
た
の
だ
と
い
う
。
ま

た
、
ヤ
ン
ゲ
ル
記
念
博
物
館
な
ど

の
視
察
も
行
い
、
遠
い
異
国
の
歴

史
、
文
化
を
肌
で
感
じ
取
っ
た
。

　
参
加
し
た
加
藤
さ
ん
は
「
異
国

の
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
価
値
観
に
ふ

れ
、
自
ら
を
客
観
視
す
る
こ
と
が

で
き
、
新
し
い
自
分
の
発
見
に
も

つ
な
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
両
市

の
発
展
に
貢
献
し
た
い
」
と
、
決

意
を
述
べ
た
。

　
若
者
に
よ
る
今
後
の
国
際
交
流

に
期
待
が
膨
ら
む
視
察
と
な
っ
た

よ
う
だ
。

く
に
キ
ャ
ン
パ
ス
を
構
え
、
平
成

14
年
度
に
先
住
民
族
の
理
解
と
文

化
の
振
興
を
共
通
の
目
的
に
掲
げ

て
、「
学
術
・
教
育
に
お
け
る
交

換
・
交
流
協
定
」
を
締
結
。
そ
の

た
め
、
同
大
で
ア
イ
ヌ
文
化
を
学

ぶ
学
生
は
同
博
物
館
の
専
門
ス
タ

ッ
フ
の
指
導
の
も
と
、
収
蔵
さ
れ

た
数
々
の
貴
重
な
ア
イ
ヌ
民
族
の

伝
統
文
化
財
に
接
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
っ
て
い
る
。

　
平
成
22
年
4
月
に
は
、
従
来
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
刷
新
。
よ
り
総

合
的
か
つ
実
践
的
に
ア
イ
ヌ
文
化

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
「
北
海
道
・
ア
イ
ヌ
文
化
コ

ー
ス
」
を
国
際
文
化
学
部
に
設
置

し
た
。
こ
の
コ
ー
ス
で
は
、
研
究

所
と
連
携
し
な
が
ら
、
ア
イ
ヌ
の

言
語
や
文
化
、
歴
史
と
現
状
、
そ

し
て
世
界
の
先
住
民
族
文
化
と
の

比
較
な
ど
、
ア
イ
ヌ
と
世
界
の
先

住
民
族
に
つ
い
て
の
最
新
の
研
究

成
果
を
多
角
的
・
専
門
的
に
学
習

し
て
い
く
。

　
現
在
も
国
土
交
通
省
と
北
海
道

を
中
心
に
、
ア
イ
ヌ
民
族
が
暮
ら

し
た
伝
統
的
生
活
の
再
生
を
目
指

す
国
家
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
イ
オ

ル
再
生
構
想
」
に
協
力
す
る
同
大

は
、
ア
イ
ヌ
の
教
育
・
研
究
と
文

化
振
興
に
日
々
奔
走
し
て
い
る
。

　札幌学院大学（北海道江別
市）の在学生男女 13 人を主人
公に、キラキラしたライフスタ
イルを切り取ったテレビ番組
「GRE EN L I F E / B L U E 
DAY」が 6月 3日～ 8月 26 日
までの期間、毎週月曜日に放送
された。
　小学校の教師を目指し、日々
勉強に励んでいるのは人文学部
こども発達学科 4年生・中川結
以さん。教育実習を振り返り、

　石巻専修大学（宮城県石巻
市）の経営学部・石原慎士教授
のゼミ生が 8月 6 日、「石巻・
飯野川発サバだしラーメン（家
庭用商品版）」の完成発表会・
試食会を開催。取材陣や関係者
など 100 人が詰めかけた。
　今回の商品化の端緒は 2011
年、石巻市の「飯野川まちづく
り研究会」と連携して飯野川地
区の食堂で提供した際に大好評
を博したことだった。

教師を目指す決意を語った。
　人文学部人間科学科 3年生・
平大樹さんは、障害を抱える学
生をサポートするボランティア
団体「バリアフリー委員会」の
委員長。始めたきっかけや活動
内容、今後の抱負を述べた。
　経営学部会計ファイナンス学
科2年生で青森県出身の金田彩
花さんは学生の目線で大学をア
ピールする「学生広報チーム」
に所属。高校生向けの大学案内

　「多くの人に味わってもら
い、地元を盛り上げることで、
地域の復興と活性化に役立て
ば」
　そう話すゼミ生たちは、商品
開発に当たって石巻市の企業と
連携。スープは山徳平塚水産株
式会社が担当し、あら（中骨、
中骨の肉）から抽出した旨みた
っぷりのエキスで濃縮スープを
作った。麺を担当したのは有限
会社島金商店。サバの中骨を粉

冊子『THE SGU』の紹介と共
に自身の目標を明かした。
　学生たちがいまの自分と将来
について熱く語る同番組は9月
中に同大ウェブサイトで再度公
開予定。同大在学生の声を聞く
チャンスだ。

末にし、農事組合法人「舟形ア
グリ」が生産した宮城県産小麦
「ユキチカラ」に練り込んだ。
　「サバだしラーメン」は県内
の小売店や関東地方の一部スー
パーなどで 9 月 2 日から販売
を開始している。
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